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① 震災による被害について
あ　り 28 施設
な　し 65 施設
無回答 18 施設

計 111 施設
② 建物被害について

全　壊 3 施設 鵜住居児童館、唐丹児童館、箱崎児童館（※箱崎児童館は6／6付で閉館）
半　壊 0 施設

一部損壊 22 施設 盛岡市：13、宮古市：1、奥州市：3、一関市：4、矢巾町：1
な　し 3 施設

③ 職員ついて

区　分 人数 5/1在職者
死　亡 0 名

行方不明 0 名
負　傷 0 名 0 名

同居の配偶者・親・子を亡くした職員 0 名 0 名
④ 職員の住居について

世帯主 世帯主以外 計
人数 5/1 在職者 人数 5/1 在職者 人数 5/1 在職者

全　壊 2 名 1 名 7 名 6 名 9 名 7 名
半　壊 0 名 0 名 3 名 3 名 3 名 3 名

12 名 10 名
⑤ 車両について

職員の自家用車損失数 9 台 ⑥ 利用者（幼児・児童ご本人）について

内　訳
軽自動車 7 台 死　亡 3名
普通車 2 台 行方不明 0名
その他 0 台 計 3名

13
地震津波災害に際し、児童館部会では、県内外の子

どもに関わる様々な団体・個人と連携し、支援活動を行
いました。中でも、「いわて子どもあそび隊」という被災
地の子どもたちに“あそび”を提供する活動では、平成
21年（2009）に岩手県で児童館・児童クラブの全国大会
を開催した際に築いたネットワークが有機的に働き、一
つひとつの支援を実現することができました。

活動の概要と、岩手の子どもたちに全国から届いた
支援は次のとおりです。

（1） 被災の状況

会員施設111館（当時）のうち、3館が全壊・流失し、
内陸部も含めて22施設が一部損壊しました。施設職員
に人的被害はありませんでしたが、住居や車両の損失
がありました。利用児童の死亡3名は、いずれも施設外

（自宅、帰宅途中等）での被災でした。発災当日は、児
童館部会の総会及び研修会が盛岡市のふれあいラン
ド岩手で開催されており、多くの児童館長が参加してい
ました。激しい余震が続く中、参加者は不安な表情で
帰路につきました。

（2） 義援金の募集～配分

4月末〜 5月まで、沿岸部を除く会員施設に呼びか
け、義援金を募集しました。集まった179,700円は、6
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月に行った会員施設・職員の被災調査を元に分配し、7
月末に見舞金として送金しました。
●義援金の配分

義援金総額
179,700円（24児童館・児童センター、団体より）
見舞金総額205,000円＊差額は児童館部会より支出

区分 見舞金額 対象施設・者 総額
施
設全壊・流出 30,000円 2か所 60,000円

職
員
住
居

全壊（世帯主） 30,000円 1名 30,000円
全壊（世帯主以外） 15,000円 5名 75,000円
半壊（世帯主） 15,000円 0名 0円
半壊（世帯主以外） 10,000円 4名 40,000円

（3）「あそべるもの募集！」

発災後、岩手県社会福祉協議会（以下、県社協）に
は、全国からおもちゃの寄付の申し出が多く寄せられま
した。しかし、県社協が事務局を置いている「ふれあい
ランド岩手」が避難所となっており、受け入れが出来な
い状態でした。

そこで、岩手県立児童館いわて子どもの森（以下、子
どもの森）がおもちゃの寄付窓口となること、寄付物品に

ついては盛岡大学の協力を得て大学の倉庫に保管する
ことなどの体制を整えた上で、3月末にいわて子どもの
森のホームページと児童館部会のブログに「あそべるも
の募集！」という記事を掲載しました。その結果、5月10
日までの募集期間に、全国から多くの「あそべるもの」が
寄せられました。

（4） 児童館部会ブログの活用

児童館部会が全国大会開催以来開設している携帯
電話版ホームページ（ブログ）は、発災当初、通信が混
乱した中での連絡や安否情報を伝えることに活用しまし
た。また、前記した「あそべるもの募集！」のようなお知
らせや、被災地の状況報告など、全国に情報を発信す
る貴重なツールとなりました。

［大量に集まった「あそべるもの」］

［「あそべるもの」の一部］

［3月のブログ①］

［ゆっきいブログ］

（5） 子どものあそびを支援する～
「いわて子どもあそび隊」結成

3月下旬、県社協では被災地の状況調査に繰り返し
出かけていました。その間、いわて子どもの森職員（プ
レーリーダー）1名が県社協に派遣され、事務局の支援
にあたりました。

その際、ふれあいランドに避難していた子どもたちと
遊んだ様子がブログに報告されています。
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同じころ、いわて子どもの森でも、職員が被災地の避
難所等を視察しています。自衛隊や報道関係の車両で
グラウンドが埋まり遊び場がない様子や、託児の必要
性、おもちゃの配布方法などの課題を持ち帰りました。

そのような状況の中で、4月5日、児童館部会、いわ
て子どもの森、岩手県立大学、盛岡大学短期大学部で
協議し、あそびを通して被災地の子どもたちを励ます「い
わて子どもあそび隊」を設置しました。活動メンバーは、
全国大会で築いたネットワークを中心に、県内の子ども
に関わる大人たちにボランティアでの参加を呼びかけま
した。

4月8日から開始したあそび隊活動は、避難所のほ
か、6月までは宮古市と釜石市の児童館を定期的に訪
問しました。8月からは他の被災市町村にも出向き、児
童館に限らず放課後学童クラブや子育て支援施設など
にも活動先を広げ、全国から集まったおもちゃの配布
や、工作のキットを持参してあそびのプログラムの提供を
行いました。

平成23年度の訪問活動は全51回、延べ169名のボ
ランティアが活動しました。平成24年度は18回、延べ
63名が参加しています。　

なお、活動にあたっては、財団法人児童健全育成推
進財団（以下、育成財団）から物品の提供、支援金、
活動車両の共有などのバックアップを頂きました。また、
設置当初のメンバーの他、盛岡市社会福祉事業団、矢
巾町社会福祉協議会、元児童厚生員の方が所属する
岩手県学童クラブ連絡協議会、盛岡市レクリエーション
協会による推進委員会を組織し、活動の方針を協議し
て参りました。平成24年度には、育成財団、児童館部
会の宮古・釜石両ブロックにも推進委員会に参加して頂
き、現地の状況などをうかがいました。

また、被災地には行けないけれど何か手伝いたいと
いうボランティアの声から、訪問時に使用する工作キット
を作る「おうえん隊」活動も6月から始まりました。身近
にある材料で、子どもたちと一緒におもちゃを作って遊
ぶためには、様々な下準備が必要です。地道ですが、
なくてはならないこの活動にも、盛岡市近郊の学童クラ
ブ指導員、元児童厚生員などが、平成23年度には延
べ170名、平成24年度には延べ57名がボランティアと
して協力しました。

（6） 県立児童館「いわて子どもの森」との連携

平成23年11月〜 12月、岩手県では被災地の子ども
たちを支援するために、大船渡市、宮古市、久慈市の
3カ所で「三陸子どもフェスタ」を開催しました。

［陸前高田市米崎保育園（2011.4.27）］

［釜石市栗林児童館（2011.4.27）］

［「紙コップブーメラン」材料づくり（2011.10.17）］

［「まつぼっくりのクリスマスツリー」材料づくり（2011.11.14）］
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親子で楽しめるコンサートや絵本の読み聞かせなど
が行われたこのイベントに、いわて子どもの森は様々な
あそびを体験できる「あそびにコンビニ」のコーナーを設
けました。その中に、いわて子どもあそび隊も工作で参
加しました。

平成24年度は、いわて子どもの森主催で「あそびに
コンビニ」を沿岸部4カ所と盛岡市で計5回開催し、い
わて子どもあそび隊も毎回参加しました。

（7） 全国から届いた支援

① 義援金
1 児童館活動支援募金…117万円

育成財団が、全国の児童館関係者に呼びかけて実施
したものです。平成23年4月に初動金として20万円、
平成24年2月には97万円の寄付を頂きました。
2   滋賀県大津市立伊香立児童館および同児童館母親

クラブ…1万円
平成23年12月22日に、バザー売上金の中から寄付

して頂きました。
3 大和哲也氏…66万5千円

平成24年2月28日、キックボクサーの大和哲也氏が
作成したオリジナルTシャツの売上金全額を、被災地の
子どもたちのために、と寄付して頂きました。

これらの義援金は、いわて子どもあそび隊の活動資金
として、工作キットの材料費や車両の燃料費、事務局の
経費などに活用させて頂いています。
② 支援物資など
1 「あそべるもの募集!」

平成23年3月27日から5月10日にかけて、おもちゃ
（コマ、積み木など）3,517点、カードゲーム・ボードゲー
ム1,194点、文房具（クレヨン、画用紙他）9,400点、書
籍（絵本、児童書他）2,586点を、110の個人・団体か
ら頂きました。

これらは、いわて子どもあそび隊の活動時に持参し、
被災地の児童館・避難所等に配布したほか、被災地の
児童館等にリストを配布し、希望施設へ提供しました。
各地からの支援で施設等の物資が飽和状態になって
からは、関係各所でのバザーに出品し、売上金をいわ
て子どもあそび隊活動資金として活用しました。

［あそびにコンビニ大船渡（2011.11.1）］

［あそびにコンビニ陸前高田市（2012.11.10）］

［あそびにコンビニ大船渡市（2012.12.9）］

［あそびにコンビニ宮古（2011.11.27）］
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【別表3】支援物資バザー売上一覧
日　付 場所等 売上金額

平成23年
7月31日 アネックス一里塚祭り 11,890円

8月6日 三ッ割公民館まつり 5,720円
9月4日 ふれあいランド祭 58,950円
9月 矢巾社協ふれあいまつり 51,000円
9月 滝沢村福祉ボランティアまつり 20,160円
10月17日 緑ヶ丘児童センター 47,220円
10月15日 北松園児童センター 13,900円
12月 箱清水町内会など 67,947円

計　　　　　 276,787円

2 マフラーの寄付
平成23年12月、大阪府立大型児童館ビッグバンより

手編みのマフラー 781本を頂き、平成24年2月までに
沿岸26施設に配布しました。
3 あそびのキットの寄付

平成23年度中に、茨城県、滋賀県の児童館および
東京都の学童クラブより、あそびのキットを頂き、いわて
子どもあそび隊の活動に利用しました。
4 楽つみ木の寄付

平成24年12月、千葉県松戸市の学校法人藤樫学
園矢切幼稚園より、バザーの収益金で購入した積み木
を1ケース頂きました。いわて子どもあそび隊の活動時

に持参し、沿岸部の子ども達に遊んで貰っています。
5 その他
1 活動車両の共有

平成23年6月から平成24年3月まで、育成財団で
リース契約した車両（日産バネット）を、財団が使用しな
い日は児童館部会で借用させて頂きました。
2 仮設児童館の建設

津波により流出した釜石市の2児童館について、育
成財団の協力と民間企業のご支援で、仮施設を建設し
て頂きました。
●唐丹（とうに）児童館

Tポイント運営企業の協働プロジェクト「Tカード提示
で被災地に児童館を〜あなたのTカード提示が子ども
たちの笑顔につながる児童館になります〜」により、コン
テナハウスの仮設児童館を平成24年2月、唐丹中学校
の敷地内に建設して頂きました。「釜石市　みんなの唐
丹児童館」と名付けられたこの施設は、現在は学童クラ
ブとして活用中です。
●鵜住居（うのすまい）児童館

マニュライフ生命保険株式会社およびその親会社で

［マフラー］

［あそびのキット］ ［日産バネット］

［ぱんぶきん号］

［楽つみ木］
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あるマニュライフ・ファイナンシャル・グループの支援によ
り、平成24年3月、コンテナハウスの仮設児童館を建
設して頂きました。備品等については、育成財団が全
国に寄贈を呼びかけ、提供されました。
3 あそびの提供・交流など

平成23年6月、育成財団と北海道士幌町中士幌児
童ステーションの共催で、同ステーションが保有する「子
育て支援カー『ぱんぷきん号』」が青森県・岩手県の沿
岸地域を巡回し、児童館や放課後児童クラブ、保育所

等で子ども達への遊び支援を行いました。その際、盛
岡市にも立ち寄って頂き、第1回「おうえん隊」に参加。
情報交換などを行いました。

平成23年12月には、財団法人札幌市青少年女性活
動協会（当時）が宮古市、山田町、釜石市で工作等あ
そびのプログラムを提供する活動を実施。やはり盛岡市
に立ち寄って頂き、12月12日に「おうえん隊」と情報交
換を行いました。また、持参してきた工作キットを提供し
て頂きました。
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岩手県社会福祉協議会　児童館部会
元副部会長　南雲　祥子

2011.3.11から1ヶ月位過ぎた頃、県社協児童館部会で、沿岸に支援に入ることに
なり、いわて子どもあそび隊が発足しました。その時、私にも声をかけて頂きましたが、
私に何が出来るのかわかりませんでした。

でも、一人では出来なくても、みんなで協力したなら何か出来るお手伝いがあるの
かもと思い、あそび隊の仲間に入れて頂き、沿岸に伺いました。沿岸にお邪魔するた
び私が思うのは、支援を押し付けがましくしてはいけない。支援とは、相手からの要望に合ったお手伝いをする
ことなのではと思いました。そして、みんなが少しずつでも、心から笑顔になり復幸のお手伝いがこれからも出来
たらと思います。一人では出来なくても、仲間と一緒に、決して押し付けにならないように。
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